














技術の概要
「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」に対応した側溝に、雑草防
止機能（雑草防止工法）を加えることで、自転車走行安全性を維持することがで
きる安全性に優れた側溝。

■ 自転車の走行安全性の向上 
・自転車の通行空間を確保（天端露出90㎜）
・タイヤのはまり込み防止（スリット開口が縁石際）
・転倒防止（天端勾配2％・表面の滑り抵抗値75BPN以上）

■ 走行安全性の維持
・防草効果により走行安全性の維持ができる（雑草防止工法）

■ 経済性の向上
・直工費が約8％低減（縁石の基礎が不要）
・ライフサイクルコスト低減（高強度・高耐久なバイコン製法）
・除草コスト低減（雑草防止工法）

■ 工程日数の短縮 
・工程日数が約16%短縮（縁石の基礎が不要） 

■ 景観性の向上 
・スッキリとした見た目（天端露出90㎜） 
・防草効果による景観維持（雑草防止工法） 

技術の効果

・製品露出幅を90㎜と狭くし、天端勾配2％と平坦性を確保した。
・スリット開口部を縁石際に設ける事で、自転車が通常載れない位置にした。 
・縁石の基礎部分を製品本体に持たせた。
・表面は滑り止め仕様、湿潤時の滑り抵抗値が75BPN以上の滑り止め仕上げにした。
・バイコン製法（振動と圧縮を加え即時脱型する製法）のため、水セメント比が小さく（30%～39％）高強度・高耐久な製品になる。
・雑草防止機能（雑草防止工法）を加えた製品。 

技術の特徴
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雑草防止機能付きの自転車走行安全性に優れた側溝
スリムスリット（ＪＳ形）側溝（雑草防止工法）

雑草防止工法　追跡調査結果例技術概要

経済性比較 工程日数比較

製法別比較(流し込み製法）
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スリムスリット(JS形)側溝(雑草防止工法)



技術の概要
■H鋼式落石防護柵は昭和30年代より整備され、多くは更新時期を迎えています。落石が跳び超える高さが低い防護柵や可能吸収エネルギーが不足す
る防護柵において、既設の落石防護施設を活用することで工事費を抑え、設置延長の多い防護柵の保全工事全体のコスト縮減を可能とした技術です。
■既設のH鋼式落石防護柵を利用して、柵高が不足する防護柵の柵高をアップします。
■既設のH鋼式落石防護柵の可能吸収エネルギーが不足する防護柵は、高強度ワイヤ金網と緩衝金具の設置で防護柵の可能吸収エネルギーを向上
させます（実物衝撃実験で検証済）。

■従来工法に対して、工期短縮と経済性向上。
⇒現地の実作業期間：66mの場合で約21日間。

■供用中の道路の交通規制回数が大幅に短縮。
⇒地域住民や周辺交通への影響を低減。

■既設の活用で、支柱切断作業やコンクリート取壊し作業が不要で
産業廃棄物の排出を抑制。
⇒ガス使用による火災防止対策、粉じん対策が不要。
⇒高アルカリ水処理対策も不要。

■特殊機材が不要で、近隣に騒音が少ない。

技術の効果

■既設の落石防護柵を利用することで、コスト削減と環境負荷低減が図れます。
■普通作業員が作業を行い、特殊工具は不要です。
　　⇒現地加工が無く、補強部材の取付けのみです。
■現地作業は数日のため、従来工法と比較して供用中の道路の交通規制回数が大幅に低減します。
⇒交通規制による渋滞解消が見込まれ、工事期間中の地域住民の利便性低下が避けられます。

技術の特徴

創意開発技術賞
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既設落石防護柵のかさ上げ及び補強工法
ストロンガー工法
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技術の適用範囲
■H鋼式落石防護柵で柵高H=3.5m以下。
■鋼材種別H-100～H-300に適用可能。
■既設の落石防護柵の吸収エネルギーを高めたい防護柵。
■既設防護柵が腐食・断面欠損していない。 

既設のH鋼式落石防護柵を活用したかさ上げ工 （柵高アップ）

既設 かさ上げ工

■部材は防食性能を高め、工場製品で高品質。
■工事中、仮防護工設置が不要⇒間接費低減。

かさ上げタイプ 部分かさ上げタイプ かさ上げ施工かさ上げ補強タイプ

実物実験の設備

実物衝撃実験（各種１８回）



技術の概要
・高低差のある地形において、起動時に１分～２分間だけ電気を使用して水中ポンプでサイフォン作用を起動するが、起動した後は電源をOFFにして、
サイフォンの限界揚程7ｍまでは無動力で排水作業を行うサイフォン排水装置。

・サイフォンホースと専用部材を組み合わせ、電源のON⇔OFFだけでサイフォン切換えの遠隔操作ができる。
・揚程7ｍを基準に「サイフォン単独送水」と、「サイフォン＋水中ポンプアシスト送水」の二通りの排水作業が可能であり、双方の「限界揚程」と「排水量」
を超えて、「高揚程で大容量」なサイフォン排水作業を可能とした。

技術の特徴

1. 起動後は、電気（燃料）を使用しない排水作業となった。
サイフォン起動後は電気（燃料）を使用しないため、従来の現場で
のエネルギー消費量を10,000分の7に縮減した。

2. 地球資源の枯渇防止と地球温暖化防止に貢献する。
サイフォン作業は、地球資源の消費量と温室効果ガス排出量を
10,000分の7に削減し地球温暖化防止に貢献する。

3. 重機や車両が寄り付けない現場での排水作業を可能とした。
Φ100mm のサイフォンは、人が通れるスペースがあれば全ての
機材を人力運搬可能。水頭差 10ｍ程度で同口径の水中ポンプ２台
分の排水機能。天然ダムの排水や、老朽化した「防災重点ため池」
での「事前放流・低水位管理」にも活用できる。

技術の効果・従来技術との比較

創意開発技術賞
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ハイブリッド・サイフォン排水装置
サイフォンと水中ポンプで高揚程で大容量な排水装置

図-1　ハイブリッド・サイフォンの装置概要

写真-2　全ての機材が人力で運搬可能

写真-4　Φ100㎜吐出し口の状況写真-3　１台でも膨大な水量を排水

表-1　水中ポンプとハイブリッド・サイフォンの燃料消費と環境負荷の比較表

図-2　ハイブリッド・サイフォンの二通りの送水方法とその特徴

写真-1　人が通れるスペースで運搬
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